
平成３０年度地域研究プロジェクト報告書 

事業の名称 

人文社会科学部市民共創教育研究センター自治体円卓会議が主催する行政評価研究会及び

シンポジウム 

〔事業責任者〕 

所属機関名・職名  市民共創教育研究センター センター長 

代表者氏名 佐川 泰弘 

 

 連携先  

人文社会科学部自治体円卓会議（水戸市、石

岡市、常総市、常陸太田市、高萩市、鹿嶋市、

常陸大宮市、小美玉市、茨城町、大洗町、東

海村、大子町） 

 

 

 プロジェクト参加者  

佐川泰弘（人文社会科学部 教授 担当：研

究会・シンポジウムコーディネ

ーター） 

馬渡剛（人文社会科学部 教授 担当：研究

会・シンポジウムコーディネー

ター） 

提携自治体職員 

 

 プロジェクトの実施概要  

① プロジェクトの目的 

 本年度、人文社会科学部が提携する 12 自治

体とともに、政策評価・行政評価をテーマに

研究会を実施するとともに、議論の総括とし

てのシンポジウムを行う。 

 

② 連携の方法及び具体的な活動計画 

本学部が提携する 12 自治体とともに年 4

回の研究会を開催し、2 月 21 日にシンポ

ジウムを実施する。 

 
③ 期待される成果 

多くの自治体が行政評価の必要性を感じ

つつも、その手法については一定の者と

はなっていないため、本研究会を通じて、

各自治体の実態と課題を共有し、よりよ

い評価手法検討の機運が高まることが期

待できる。 

 

 

 プロジェクトの実施成果  

①  活動実績 

 第 1 回（5 月 23 日）、第 2 回（8 月 1 日）、

第 3回（9月 26日）を開催したところであり、

第 4 回（3 月下旬）を予定している。また研

究会の成果を公開するシンポジウムを 2月 21

日（木）に実施した（講師：真野毅長野県立

大学教授、佐藤徹高崎経済大学教授）。 

 

②  プロジェクトの達成状況 

年 4 回の研究会のうち 3 回を実施し、シ

ンポジウムをおよそ 100 名強の参加者を

集め行った。シンポジウムには、各自治

体の評価に係る担当者などが参集した。 

 

③  今後の計画と課題 

 第4回の研究会を 3月下旬に行うとともに、

来年度の共通研究テーマについて議論する予

定である。テーマについては、継続して行う

のかあるいはまた新たなものを模索するのか

検討段階である。 


